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難
敵

シ
ラ
ミ
と
靴
マ
メ

京
都
府

佐

金

謙

治

私
は
、
大
正
十
三
（
一
九
二
四
）
年
二
月
二
日
、
京
都

府
綾
部
市
八
津
合
町
日
置
村
中
で
生
ま
れ
ま
し
た
。

昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
九
月
二
十
日
、
京
都
伏
見

の
歩
兵
連
隊
第
三
十
七
部
隊
へ
現
役
入
隊
し
ま
し
た
。
入

隊
当
時
の
私
の
家
庭
に
つ
い
て
は

父
及
び
母

健
在

農
業

長
男

若
く
し
て
死
亡

次
男
（
本
人
）

健
在

徴
用
さ
れ
舞
鶴
の
第
三
火
薬
廠
へ

勤
務

本
人
の
妻

健
在

父
が
病
弱
の
た
め
、
昭
和

十
八
年
初
め
、
本
人
が
徴
用
さ
れ

る
前
に
結
婚
し
て
い
た

弟
（
三
男
）
妹
三
人

全
員
学
童

と
い
う
状
態
で
豊
か
な
家
庭
で
は
な
く
、
苦
し
い
方
で
し

た
。
が
当
時
の
戦
局
は
既
に
敗
戦
の
色
濃
く
、
壮
健
な
適

齢
期
の
若
者
と
し
て
、
自
ら
志
願
ま
で
し
て
困
難
に
赴
く

者
の
多
い
世
相
の
も
と
、
徴
兵
検
査
に
合
格
し
て
、
君
国

の
た
め
軍
務
に
服
す
こ
と
は
、
日
本
男
子
の
本
懐
こ
れ
に

過
ぎ
ず
と
勇
躍
し
て
現
役
入
営
し
た
も
の
で
し
た
。

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
日
で
し
た
。
九
月
二
十
八
日
京

都
出
発
、
九
州
の
博
多
へ
。
内
地
の
屯
営
在
隊
は
十
日
間

に
も
足
ら
ぬ
短
い
日
数
で
し
た
。
そ
の
間
は
、
注
射
（
戦

地
へ
出
る
た
め
病
気
予
防
の
た
め
）、
被
服
類
、
食
糧
類

の
受
領
、
そ
の
他
雑
務
で
多
忙
の
連
続
で
ア
ッ
と
い
う
間

に
過
ぎ
ま
し
た
。
軍
隊
特
有
の
ビ
ン
タ
を
は
じ
め
制
裁
も

な
く
、
何
か
拍
子
抜
け
の
感
も
あ
り
ま
し
た
。
た
だ
起
居

動
作
の
間
に
、
軍
隊
の
シ
ツ
ケ
と
し
て
姿
勢
、
発
声
そ
の

他
の
教
育
訓
練
は
口
や
か
ま
し
か
っ
た
で
す
。

昭
和
十
九
年
九
月
二
十
八
日
、
伏
見
の
母
隊
出
発
。
父

親
が
独
り
見
送
り
に
来
て
、
ソ
ラ
豆
の

っ
た
の
を
一
袋
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渡
し
て
く
れ
ま
し
た
。
有
蓋
貨
車
輸
送
で
博
多
へ
。
御
用

船
に
乗
り
込
む
。
対
空
、
対
潜
の
警
戒
監
視
も
不
馴
れ
の

内
に
釜
山
へ
。
有
蓋
貨
車
に
乗
り
替
え
て
朝
鮮
半
島
を
縦

断
、
満
州
経
過
で
山
海
関
を
通
過
、
北
支
へ
。

昭
和
十
九
年
十
月
、
済
南
へ
到
着
、
下
車
。
伏
見
よ
り

済
南
ま
で
部
隊
輸
送
の
間
は
特
別
な
こ
と
も
な
く
、
無
事

平
穏
に
経
過
し
て
ヤ
レ
ヤ
レ
で
し
た
。

済
南
よ
り
シ
ョ
ウ
ガ
（
地
理
も
漢
字
も
不
明
）
へ
向
け

て
、
ト
ラ
ッ
ク
輸
送
。
大
陸
の
黄
塵
万
丈
の
中
を
進
行
。

全
身
真
黄
色
に
な
っ
て
シ
ョ
ウ
ガ
に
着
き
ま
し
た
。
こ
こ

で
約
二
カ
月
間
の
野
戦
教
育
を
受
け
ま
し
た
。
内
務
班
で

は
内
地
で
は
無
か
っ
た
連
帯
責
任
、
ビ
ン
タ
等
あ
り
気
合

を
入
れ
ら
れ
る
。
徐
々
に
鍛
え
ら
れ
て
一
人
前
に
成
長
し

て
ゆ
く
。

新
兵
教
育
が
終
わ
る
と
、
南
方
の
湘
桂
作
戦
に
参
加
、

勇
戦
中
の
原
隊
の
嵐
部
隊
へ
の
追
及
が
始
ま
っ
た
。
こ
の

追
及
移
動
が
最
大
の
労
苦
の
話
題
と
な
っ
た
。

第
一
次
は
シ
ョ
ウ
ガ
よ
り
南
京
を
経
て
、
安
慶
ま
で
列

車
と
船
で
輸
送
さ
れ
、
ま
あ
ま
あ
安
楽
な
旅
で
あ
る
。
移

動
と
は
言
え
、
兵
站
や
乗
船
の
都
合
の
た
め
か
、
南
京
そ

の
他
の
都
市
で
は
見
物
、
観
光
も
で
き
て
有
り
難
か
っ

た
。第

二
次
は
安
慶
よ
り
漢
口
ま
で
徒
歩
行
軍
で
あ
っ
た
。

こ
れ
が
問
題
で
あ
っ
た
。
ま
ず
食
糧
は
安
定
さ
れ
て
い
て

問
題
外
。
労
苦
の
種
と
な
っ
た
の
は
シ
ラ
ミ
で
あ
る
。
全

員
が
体
中
全
部
に
シ
ラ
ミ
が
わ
い
て
被
服
に
は
タ
マ
ゴ
が

び
っ
し
り
と
つ
い
て
い
る
。
昼
食
の
大
休
止
に
帽
子
の
内

側
よ
り
額
に
沿
っ
て
ポ
ロ
ポ
ロ
と
落
ち
て
く
る
。
缶
詰
の

空
き
缶
に
大
休
止
中
に
い
っ
ぱ
い
に
な
る
位
シ
ラ
ミ
の
死

骸
が
で
き
る
。
嘘
や
作
り
話
で
は
な
い
。
本
当
に
あ
っ
た

こ
と
。

そ
の
う
ち
に
日
数
を
重
ね
て
い
る
と
、
体
質
の
弱
い
者

の
数
人
の
皮
膚
が
荒
れ
て
く
る
。
ひ
ど
い
の
は
松
の
木
の

幹
の
よ
う
に
人
の
肌
と
は
言
え
な
い
よ
う
に
な
る
。
も
う

堪
ら
な
い
状
態
に
な
っ
て
、
衛
生
兵
に
見
せ
て
相
談
す

る
。
衛
生
兵
は
も
う
ビ
ッ
ク
リ
し
て
呆
れ
て
「
こ
ん
な
ひ

ど
く
な
る
ま
で
に
、
ど
う
し
て
も
っ
と
早
く
見
せ
ん
の

ぞ
。
も
う
こ
ん
な
に
な
っ
て
は
処
置
な
し
」
と
メ
イ
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フ
ァ
ー
ズ
（
仕
方
な
し
）
で
あ
る
。
そ
の
内
に
日
数
の
経

過
と
共
に
、
ど
う
に
も
な
ら
な
く
な
っ
て
無
残
に
も
病
死

し
た
者
が
数
人
に
な
っ
た
。

病
死
は
せ
ぬ
が
、
一
歩
手
前
、
二
歩
手
前
の
重
症
者
や

中
症
、
軽
症
者
は
数
知
れ
ず
。
こ
れ
が
部
隊
で
は
重
要
問

題
と
な
っ
て
、
熱
湯
煮
沸
消
毒
に
よ
る
衣
類
の
処
置
の
た

め
行
軍
も
数
日
遅
延
し
た
。

私
共
は
大
陸
戦
線
を
東
奔
西
走
し
た
が
、
事
実
上
敵
と

の
撃
ち
合
い
の
実
戦
経
験
が
な
い
。
そ
し
て
戦
死
者
も
な

い
。
な
の
に
シ
ラ
ミ
の
害
に
よ
る
病
死
ま
た
は
病
兵
の
出

た
こ
と
は
、
内
地
や
戦
地
の
駐
屯
地
で
は
無
想
も
し
な
い

被
害
と
い
う
か
、
こ
う
い
う
難
敵
と
戦
っ
て
苦
し
ん
だ
と

言
う
異
常
な
労
苦
物
語
の
体
験
を
し
た
。
高
熱
と
衰
弱
と

に
苦
し
ん
だ
マ
ラ
リ
ア
以
上
の
難
病
で
し
た
。

そ
れ
と
も
う
一
つ
の
労
苦
は
靴
を
履
く
た
め
の
足
の
マ

メ
で
あ
っ
た
。
毎
日
毎
日
の
徒
歩
行
軍
の
連
続
で
あ
る
。

マ
メ
の
二
つ
や
三
つ
は
も
の
の
数
に
は
入
ら
な
い
。
マ
メ

の
治
療
法
と
言
え
ば
、
針
に
糸
を
通
し
て
糸
に
タ
ッ
プ
リ

と
ヨ
ー
チ
ン
を
浸
し
て
、
マ
メ
の
中
を
ス
ー
ッ
と
糸
を
通

す
。
夕
方
に
治
療
し
て
お
け
ば
、
翌
朝
に
は
治
っ
て
い

る
。
不
潔
な
靴
下
を
は
い
て
靴
の
中
で
シ
ワ
を
作
っ
た

り
、
ま
た
靴
の
中
へ
米
を
入
れ
て
あ
っ
た
の
を
は
く
と
、

ま
れ
に
は
靴
下
の
中
に
米
粒
が
若
干
残
っ
て
い
て
、
行
軍

中
そ
の
米
粒
で
マ
メ
に
な
る
例
も
あ
っ
た
由
。

マ
メ
の
中
に
マ
メ
が
で
き
る
例
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め

歩
い
て
行
軍
が
で
き
ぬ
。
銃
や
背
囊
袋
、
鉄
カ
ブ
ト
等
を

元
気
な
戦
友
が
代
り
に
持
っ
て
や
り
、
本
人
は
身
軽
く

な
っ
て
ヒ
ョ
ロ
ヒ
ョ
ロ
と
ビ
ッ
コ
を
引
き
な
が
ら
行
く
。

特
に
悪
化
し
た
者
の
靴
を
脱
が
せ
て
靴
下
も
除
き
、
裸
の

足
に
し
て
み
る
と
、
皮
膚
が
破
れ
て
肉
に
穴
が
あ
き
奥
に

骨
が
覗
い
て
い
る
と
い
う
重
症
も
あ
っ
た
。
も
う
精
も
根

も
尽
き
果
て
て
、
携
行
用
の
手
榴
弾
で
自
爆
し
た
悲
惨
な

者
も
出
て
く
る
。

落
伍
し
て
部
隊
よ
り
取
り
残
さ
れ
て
独
り
に
な
る
と
、

残
敵
や
便
衣
隊
の
餌
食
に
な
り
、
身
ぐ
る
み
は
が
さ
れ

て
、
裸
の
死
体
が
路
上
に
転
が
っ
て
い
る
と
言
う
結
末
に

な
る
。
決
し
て
落
伍
は
で
き
な
い
。
マ
ラ
リ
ア
、
下
痢
そ

の
他
の
疾
病
も
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
少
数
で
大
き
な
話
題
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に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

長
い
行
軍
で
あ
っ
た
が
、
夜
間
行
軍
で
あ
る
。
昼
間
は

敵
の
空
軍
が
制
空
権
を
握
っ
て
い
る
の
で
、
行
軍
で
き
な

い
。
昼
は
人
家
や
森
林
の
中
に
隠
れ
て
い
る
。
行
軍
の
距

離
も
伸
び
な
い
。
ま
た
食
事
の
た
め
米
を
洗
っ
て
炊
飯
す

る
。
大
陸
の
黄
色
い
に
ご
り
水
し
か
な
い
。
内
地
で
は
シ

ラ
ミ
、
マ
メ
、
マ
ラ
リ
ア
、
病
気
、
水
、
そ
の
他
考
え
ら

れ
な
い
悪
条
件
の
重
な
り
合
っ
た
中
で
の
生
活
、
と
い
う

よ
り
生
存
で
あ
っ
た
。

戦
後
に
生
ま
れ
た
若
い
、
戦
争
中
の
労
苦
を
知
ら
な
い

国
民
に
、
こ
の
よ
う
な
昔
の
こ
と
を
言
っ
て
も
十
分
な
理

解
が
で
き
る
で
あ
ろ
う
か
？

日
本
の
国
の
将
来
を
考
え

る
と
、
こ
の
ま
ま
の
平
和
ボ
ケ
で
よ
い
の
か
と
不
安
に
な

る
。昭

和
二
十
年
九
月
の
終
戦
後
、
馬
受
領
に
部
隊
全
員
が

編
入
さ
れ
、
河
南
省
の
奥
地
で
蔣
介
石
軍
に
抑
留
さ
れ

た
。昭

和
二
十
一
年
四
月
、
内
地
帰
還
の
た
め
上
海
到
着
。

上
海
港
よ
り
博
多
へ
。
上
陸
復
員
帰
郷
す
る
。

帰
宅
後
は
農
業
を
や
っ
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
復
員

後
生
ま
れ
た
子
供
は
女
の
児
ば
か
り
で
四
人
。
孫
は
八
人

恵
ま
れ
、
私
共
老
夫
婦
は
じ
め
全
員
健
在
で
す
。

終
わ
り
に
、
支
那
大
陸
ま
で
出
征
し
て
、
無
事
に
命

あ
っ
て
生
還
で
き
ま
し
た
が
、
実
戦
に
参
加
す
る
機
会
に

恵
ま
れ
ず
、「
シ
ラ
ミ
や
マ
メ
」
と
の
戦
い
と
い
う
労
苦

ば
な
し
で
す
。

従

軍

記

一
）

湘
桂
作
戦
を
追
及
し
て

石
川
県

村

井

藤

一

入

隊

十
九
歳
の
頃
、
私
は
舞
鶴
海
軍
工
廠
に
勤
務
中
に
肋
膜

炎
に
な
り
、
工
廠
を
解
雇
さ
れ
て
家
業
の
万
頭
屋
を
手

伝
っ
て
い
た
。
こ
の
年
、
徴
兵
検
査
で
視
力
が
、
〇
・
〇

八
で
第
二
乙
種
合
格
だ
っ
た
（
甲
種
で
も
、
乙
種
で
も
合
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